
６年 国語科

1. 単元名『おすすめパンフレットをつくろう 』

2. 本時の評価規準 自分のおすすめしたい相手に伝わるように、工夫を生

かして書くことができる。【思考・判断・表現等】

3. 指導計画

4. 情報活用能力（情報活用能力体系表より）

学習活動 ICT 活用場面

導
入

・推敲前と推敲後の文章を見せ、どんな工夫が

あるか見つけさせる。

見つけた工夫を使って、よりよさが伝わる

文章を書こう

A１教示の提示

教師がつくった見本を

見比べることで違いに

気付かせる。（電子黒

板）

展
開

・自分の紹介文を推敲し、体言止めや問いかけ

などをつかって、よさが伝わる文章を書く。

・元気を出したいあなたへおすすめしたいか

ら、歌詞のここがいい！というところを書

く。

Ｂ４表現・制作

自分の紹介文を推敲

し、工夫を使ってより

よいものにする。（スラ

イド）

終
末

・ペアで見せあい、よいところを伝え合う。

よりよさが伝わるにはこうしたほうがよい

というところも話をさせる。

Ⅰ
知識及び

技能

２ 問題解決・探究における情報活用の方法の理解

① 情報収集、生理、分析、表現、発信の理解

Ｃ 共通と相違、順序などの情報と情報の関係

使用するアプリ等 「スライド」

使用するアプリ等 「スライド」

活用の流れ

教師のパンフレットを見せ

て、違いを見つけさせる。

活用の流れ

① 工夫のポイントを使って自

分の紹介文を推敲する。

A1 教師による教材の提示

Ｂ４ 表現・制作

活用の効果

・スライドを活用し、おすすめの曲・本の紹介文を書いた。スライドのた

め、２画面表示にすることで自分の推敲前後を見比べて書くことができ、変

容を後からよみとることができた。

クロム活用シート


